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妊娠時と産褥時

家兎にお け る妊娠

ホ ル モ ン 剤 の 影響

緒　　言

　赤血 球 の 荷電 の 増減 を測 定す る 方法 に は 大 別 し

』
て 2 種類 がある ．そ の 1 つ は赤血 球 の 電気泳動 を

「
調 ぺ る方法 で あ つ て ， ： れ に は 顕微鏡 ドに 赤血 球

の 泳動速度 を測 る方法 （1 ） と ， 顕微鏡 を用 い ず

・に 泳動管 内の 赤 血球 の 移動 を， 肉眼的 に （2 ），あ

る い は電気伝導度か ら （3 ）調 ぺ る 方 法 が あ る。

今 まで行わ れ て来 た赤血 球荷電 に 関す る研究の 多

くは （1 ） の 方法 で 行 わ れ て い る 。赤 1血球 の 荷電

の 増滅 を測定 する 他 の 1 っ の 方法 は ， 赤 血球 と反

夾fの 荷電 を持 つ ア ニ リ ン 色素 を赤血球 浮遊液 に 加

え て ， 添加 す る ア ニ リ ン 色索の どれ ほ どの 量に お

い て ， 赤」血球 の 擬集が始 まるか をヨ躊べ る方法で あ

．る 。赤」血球 は 普通 に は 陰荷電 を有 して い る か ら ，

こ の 方法 に は 塩基性色素 （4 ）が 用 い られ る。

　わ れわ れ の 研 究室で は ，

一
方 に お い て 〔2 ） の

方法 に よ り小石正次
1），　つ い で水野 1専：二が赤 rj王球

の 荷電に つ い て研 究 を行 い
， 他方 （4 ）の方法 に

よ り串田 克己
2），今村忍

3），内海巌
4）が赤 血球 の 荷

電 に つ い て 研 究 を行 つ て来た 、、私 は内海巖の 方法

を
…部改 良 し， こ れ を用 い て本論文所 載 の 研 究を

遂行 した ．

　産婦人科学領域 に おける赤血球 荷電 の研究 と し

て は ， 玻座眞理 芳
5） の業績が あ る。 こ れ は （1 ）

の 方法 に よ つ た もの で あつ て ，こ れ の 基礎 をな し

た も の は広畑龍造，
』．．
ド川 八 男

6） の 研 究 で あ る ．玻

座 眞は そ の 研 究の結果 ， 赤血球 の移動速度 （従っ

て負荷電量）は 月経時 に は 小 ， 非 月経 時に は 大 で

あ り， 妊娠時に お い て は 月数 の 進む に つ れ て 移 鋤

速 度は大 とな り， 分娩峙…並 び に産褥侍第 8 日迄 は

妊娠末期 と著差 は無 い と述 べ て レ・る。当方 の 内海

巌
7）は （4 ）の 方法 の 臨床方面 への 応用 の

一嬬 と し

て ， 7 名 の 妊婦 と 7 名 の 褥 嬬 とに つ い て調査 虧 f

い
， 妊娠時 （臨月） に は赤血 球の 負荷

「
電は大 とな

り， 産褥 時（分娩後 2 日）に は 小 となる L と を見 1「昌

した 。当時研 究室 で は赤．血球 の 荷電 を専 ら．血漿紀

成 ，
乙 とに 蛋 白質 に 重 点を置 い て 考察 して い た か

ら，妊婦 と褥婦 と に よ り［肛沈 も余 り変 らず ，蛋 白

質組 成 も薯変が無 い の に ， 赤血正球 の 荷電 が妊婦で

は 大 とな 弧 褥 婦で は 小 に な る こ とに 対 して 1よ ，

読明 が つ き余 ねた の で ，

tt

今 後研究 を進め る こ と

とする
et

と結ば ざる を得 な か つ た の で あ る。ま た

そ の 時 に は 専 ら （4 ）の 方法 を用 い た 文献 を照 含

した 為 ， 玻．1坐眞の 成績 は 引用 されて い ない が ，
い

ま玻座眞 ， 内海両者の成績を比 較す る と，妊娠侍
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　に 赤並隊 負荷電 の大 とな る こ とは 両 者
一

致 して い

　るが ， 産褥時 に赤血L詠 負荷 屯は ， 玻座眞は大 な る
．

　ま V とし， 内海は それ が 小 に な る こ とを主 張 し ，

　両者の 嗣に 一致 を欠 い て い る 。なお外国丈默に つ

い て は R ・n ・
’

sB ・richte の 1920〜了957 年 樋 覧
厩 が ・ 艦 孅 ， 艦 蓬 飜 ・伴 う麺 麟

　電の i変化 に つ い て の業績 は見当 らなか つ た 4

　　私 は 醗 市立病 院飢 婦 入科 （当時医 長 は 川 鳥
武夫院鍛 任 ）に 在 ・ 勃 ま ・ 騒 孝教授 （塒

　京都府立 医科大学第 2 生理学教室 ， 現在 貞熏研 究
F；；） の 瀞 綬 けて 来 た為漕 海。交の あ とをつ ぎ，
婦人の赤血鯖 電 の 嫐 贈 と産諏 結・との燈 ヒの み

　な らず ， 月経時と非月経時と の 対廷 を明 らか に し，
夏 に分娩侍に お い て赤血鑼 租 の 顕著 な移 吸 り

　を見 出すに至 つ た ． こ れ ら赤血 球 荷電の 推移 を，

一
方 で は ホ ル モ ン 関係 に よ り解明 しよ うと企 て た

が ， こ の 研究の途上 ， は か らずも脾臓圧 さ く．「血液
中か ら の赤血球 で は負荷覧が大 に な る こ とを（4 ）
の 方法 に おい て 見出 した （水恥 二 は （2 ） の 方
脚 こお い て 発見 ）の と竕 娩歸 こお ける比 較的短

時間 中
」
に ， 赤 」血球 荷電が 蹟 薯 な推移 を示 す こ とか

ら ， 赤血球 荷電 の 消長に対 して ， 他方 で は 自律神
経 支醗 の 関与 を憩起 し， こ の 2 つ の 観点か ら追 究
を進 め た e

　以下か 喝 私 の 研 究の結果 を測定方法 譜 〔掟 成
績 ， 総括と考案 の 順 に述 べ る こ とに す る s 測定成
織 まこ れ を臨床鵬 項 と実験的事項 とに分 けた ．
臨床の部 で は成熟婦人 に つ い てヲ陶 経 除 驪

町 証 瓣 寺・ 分娩臨 産褥時に i3け る赤血舗 屯
の 消長 を述 べ

， 失険 の部で は こ れ らの 事項 か ら構
想 され る機欝 を動物実 験上検討 し， 考案 の 資料 と

した．なお臨床 の 部 で は ，赤」血球 の符 慮の 標尺 と　、
な るク リス タ ル戔、に よ る赤血球 の凝集値 を淇庄定 し

た結果 ， 並 び に こ れ と常に 「司博に行 つ た 赤血 球

数 艶 羅 ・ 血 諷 動 測懸 課 を脳 げた ．け

だ し赦 球 の 荷 憩 ま．樋 球 の量 と貿，また螺
・
蛋

白組成，従 つ て また 血沈値 に 関係 を持 つ か ら で あ

る．

　　　　　　　 第 2 章 測定方法

　まず P 概要 に っ い て進 べ ， っ い で個 々 の 溶液 ， 並 び に

操作に っ い て記述す る．赤血球 は 普逋負荷電を持 っ て い

425− 143

　る か ら ， 赤血球 の あ る定 まつ た量を含 む浮遊液 に，正 荷

　箆 の ク リス タ ル 紫 をど れ 源 ど加 え る と赤 血球 の 凝集が 始
ま る か を調べ る こ とに よ り， 赤齲 ξの 荷電星 駿 示 す る

e と が 出来 る・ζ 嗾 赤鹸 の 瀧 泌 二は，1鰡 ％ 樽
張） 漏 購 液 と o・96 ％ （≦∬ 張）駕 1聨 液 供 に 、．a．
nd °lt の表

s）
　ffk，用） 縫 鮒 ユの 即 ・ 混合 し た 〜

．
頗 、。

糖 難 灘 名 づ け る）糊 い s ク リス タ ル 紫 の 醸 は

10・2％ シ ョ 糖溶液で驚 ・そ 撫 ．シ ・ 鋤 み の 溶液で ぽ

黼 純…
の 脇 旅 し た よ 旅 涜ミ鑢 の 寡齪 勦 邁

る し・麟 騒 の 溶液では串蹴 卍
・
の 述べ て い る よ う

に赤・蝋 の 列 ス タ ・曝 撫 遡 止 され喰 猿 峺 殿
い 納 黻 の 研究 した よ 鉱 列 ス タ・・紫 瀬 椛 起す
鵬 である 吐 こ ろ で醗 の よ うに ， ．Sl・鑞 の 凝 熱 起
す ク 以 タ ル 紫畷 糧 を測定す る よ りは，re 濃臆 、

ク リス タル 紫を含 み，食塩含有量 の 種 々 異な る
／

．脹 シ ョ

糖・籤 簸 齢 蔽 係 歹幡 後述）に お い て ，鼬

灘 どれ ぼ どの 鯔 含・膿 （噛 ）肚 で 嬾 難 ず，
ど構 どの剣 融 枦 （mEq ） 以下儻 …集 す る ；：　 tt丿1
べ ・ そ 唖 域鉱 ・櫞 鍍 し求め 勒 法の ほ う、b・．，赤血

鵬 荷電．匙 関す る数儀 明敵 定 め やす い こ と潮 海
に よ り厂硼 粉 れ た ・こ の とき，赤血球麒 の 勘 始め
聡 液中 の食塩の mE ・ 数纈 集紐 名 づ e））

一
る 凝 難

の 大な 蘇 ど j　 ・1itigtwは 刎 ・ タ ・レ紫で翻 嬾 襲 始
め るの であ つ て凝 嬢 颱 さ れて い る と 醤 吸 礎
れ る・臘 こ れ 嚇 ．戯 の賄 電力戦 少して い る雛 で
あ る・こ れ 販 して 鏃 値の 小 な る ｝

・L・・U，1 麺 球 は ク リ
ス タ ノ嘴 で殿 さ灘 く・ 凝勦 嘶 オさ れ て い る と信
い 麦わ され る．結局 こ れ ！ま赤、血球 の 」、満 電が 増加 して い

る場合で あ る，

　　（1）　赤血球浮遊液

予め 3・8％ 麺 職 ソ
ー

塑 灘 採血 1ろ鑼 叫 だ os
入 れ た 注射器で鋤 勘 肘翻 乖よ 殲 り

・
ソ、、 遭 融 し，

よ く灘 せ 鞭 ・贐 腿 心管 に入 k，し， ．吩 黝 。。購
の 磯 で1剛 髄 心瀬 し媛 ， 上部の．雌 及 撒 灘
紬 球層 の 一E）・1の 少r・を ピペ 艸 蔽 取 り璃 畆 畑 を

完全に酷 し・ 吸取 っ 姪 量脚 基準液でktiiv，
，
　 ts．

’
C・
’
1

分間 3000同薄 の 速度 で 10分間遠心沈澱 し．，上 澄を吸 取

b・肱 の 基 嫐 で 補 うb か くして 同黴 作 甥 礁 返
した 後・鎌 液に 髄 髄 溺 盤 せ ，こ 漉 洗滌醐 浮
遊液 （a）とす る．

　（2） ク TJ… タ噸 一鱇 一系列液 （粥ミ歹 
10・2％ シ ヨ 糖溶液及 び o・96％食塩溶液臨 1鮒 。か ら

順次 喇 10迄の 愈 の 割合に 齢 した 11麺 の 溶液   2
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426− 144 赤 齢 歸 麗 の Eff ， 妊蜘 分 娩・産 伸 ・ 獅 勧 麹 に つ い て

ccずっ を 作 る．こ れ ら溶液 2　celV の 食塩含有是 は OmEq

よ り0．32mEq と な る．ま た ク リス タ ル 紫をO。05％ の 割

合 に舗 す る 10．2％ シ ・ 鰹 液 （・）を 個 〕・ （b）の 2cc

に （。）の 1CC 勧 醗 ．， 全 量 3 ・C な ・ユ礪 の 食齢 韻 の

黒な る ク リ ス タ ル 紫 ｝容液を 作 る。こ れ をク リス タ ル 紫
一

雌 一系夕掖 （戰 ・系列液） と名 づ り
‘
る （鋤 表孫 列

液 の 食塩の 全 く無い 溶液を
國
［， 食塩 の 最も少地 ，こ 含 ま れ

る浴夜 を 皿，こ れ よ り食塩 配）増す に つ れ て 馬 】Vダ
・…・

と番号 を っ け，食褞 含有量 の 最 も多 い 溶液 の 番 ぴは訂 と

な、る．

　 第 俵 ク 以 帰 紫一食 ド ー系 瓣 く （系 列液 ）

　　　　
蚤一
　　　　　　　　　

噛
v
圏
　　　 Xt　　 x 　x

説 巫．−
10．2％｝ヨ糖

むr〜維 脇

ODL潮 りIP4雛
L外

D．6

じ

DO

28］

0

。竃

12o

．elA 些

巳

0

　

10

，21
．RG  

髄 。 驫 0 … 3 鰯 。即 ・L2・螂 。・｝91ua2tD．25 °・2Rlu3a

　 （3）　凝集 fLL建）半叮定

　3cc ず つ の 系列液 を入 れ た一揃 11本 の 小試驗管 に，

（睦 Q．1cげ っ 加 え，軽 く範 ：購 せ る 後・　 37℃ の 定

温器中に靜置 し，4 時閥後 に 成 績 を 判定づ
’
る．

凝集の 程度 を縦 す る に は， 100w の 電球 も 直徑約 5

，m の．磁 状半 円 孔に は め た ス ）ot亅子 か ら約2伽 隔て s
・tt一

き ， そ の 光を ス リ誚 了を通過 さ せ る．c の 半円孔部 ：
・
t．接

して s ス リ誚子 を通過 した光線の 中に ， 被強小試驗管 を

継 ，にイ賄 し，液 の 鷲 臓 測
一
る と と もに 詞 弑 囎

を軽 く振蘯 し ， そ の 運動に 伴 う凝集赤血 球の 管壁 一沿 つ

て 喇 難 を 調べ ，次の 基準に よ 臘 集 の 程度鱒 ］定 す

る。凝集 の 程度 を 次の 5種に 区分 した ．

　 （惜） ： 粗大不 規則 な 団 塊状，雲絮状 を呈し，−lr．澄は

透明 で振蘯す る も再び 均
一

瀏 1こ態に な らな い も の 。

　 （彬 沖 副 噫 る 不規則 な 団 卿 ζを ・ 編 上 澄 は や

丶 混濁 して い る もの ・

　 （十） ：−L澄は混濁 し てい る が，試喰管 を 振盪す る

と ， 顆粒状 の 凝集し た 赤血球 が明ら か に 認 め ら れ る も

の 。

　　（± ） ： Lthは
一様に 混濁 し，そ の 中 鋤 ・・ず か に微細

顆糊 ゆ 凝集 が認め られ る もの ・

　　（
一） ：全 く凝集が 認 め られず ， 赤血 球は均

…に 浮遊

して
一

様 の 混濁 t 呈す る もの ．

　上 ．己半掟 方 法及び 基準に 從 い 系列液中 の 創 鮪 有量 の

小 さ い 側 よ り ， す な わ 5LLIi 』
…一 蟹 の 順序 に 灘甦

集 の 黻 を半喧 し， ± の 現 櫨 1セ最 幡 号鉱 きな溶液

に 含 ま れ る食塩 の mEq 姫 もつ て ・赦 球 の 列 ス タ

日 産 妬｝誌 12卷 3 号

ノレ紫 に よ る凝i集直亶と定 ．1）た ・
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　第 2項 　妊娠時と産褥時
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　 平 均 血 沈 値
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第 4 表 　非 月 経 時 と 月経 時 に お け る 赤 血 球

　各 数 値 の 平 均 値 及 び 平均 値 の 中 数誤 差

非 只鰹 聴 月
．
愚 時

ク［
｝ス量縢 凝癩 幽 ）D，1ε島 9，DD 玉 D．斑 　士 の、O 嶋

赤 面 球 獣 佛 ）牛ヨユ ま 4．E42 マ 土 4．望
血　色　素　畳　匸％ ）．塞E　 士　1．！ 匙雪　 圭　 1、牛

平 杓 o 　沈 嵐 悔→　マ．じ　士　晴 臼．s　 土 　 o．6

る 赤」血球 の第 1 図 　非 月経 時 及 び 月経 時 に お

　 ク リ ス タ ル 紫 に よ る 凝 集値

　　　 ウ】
．
臚 時

・鴨一…一・
月煙 聘

　　　　　　　／＼1
△

例

敏

恥

P．e

lD

　　　　。L −＿ ．　　　　　　 「
．．「

　 　 　 　 o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 o．］v 凝鯔

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛hE
「
b）

うに 1，2 の 例外を除き，月 経時 を含め る 卵胞期 に は凝集

鎮 が大 で ， 黄体期 に は 小 とな っ た ．す な わ ち卵胞期 に は

凝集が促進せ られ，黄 鯵期 に は抑制せ られ る 傾向を示 し
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壜29一工46 赤 ［虹球 荷 電 の 月経 2 妊娠 ， 分娩 ， 断 きごに 伴 う移 り変 り に つ い て 目産 婦誌 ユ2陰 3 錢

努娩後娼 時間 以 内 の 1E、曽褥婦 に っ い て，赤 血 球の ク リス

タ ル 紫に よ る 凝集値及 び 赤血 球数 ， 血 色素旦，甬眈 値を

溜窓 した （第 6表及び第
1
『表）．こ れらの 甼均値並 びに 平

均値の 中数誤差は 第 亀 董に 示す 鼠 顔 ぐ：， 赤 f飢球の ク リ ス

ク ル 紫に ょる 凝集 1よ奸娠時 に は 蓄 し くヨ〕IJ制 琶 ら れ s 産褥

蒔 に 1ご1侃進せ られ て い た （第 2［鈔．赤 ⊥直1球数，抑 色 素

二 は妊娠 1寺， 産褥時ともに丁；三常時 よ り減少 し， 面沈値は

ギ調 に 促進 し，鴛 常時 の 約 6 仰 丁倍 に 達 して い だ 。濠 お

虹媚1最 注 褥時 とを比 佼す る と， 産褥持 の ほ うが 赤1血球

撒の 減 少，血色素置の 減少及 び 血沈値の 促進が 大 で 島 つ

た ．

第 7 夫　産 ぎ・ゴ 履疔 人 の 赤 1・．　bl之の ク リ ス ヌ ル 紫に よ る

　凝 卸 直及 び 赤血 冰 数，［fr色 素 ⊥上，平 均 Tll沈侑
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鳴 ） 　妊女 」 こ時 及 び 醒 ： 褥』音 に お ； ナ る 赤 』

  煤 C血 色素 量に関す る 文ド蕗よ多 数 見られ るが，

方 延介t31 ，筒井 忠 助 ， 館軣 雄1   鈴木武徳
Lのな

ど

報告を見
ると，赤血球数，甬色

素
量 は妊 娠 初期よ り漸次 減少 し ，

娠 末 期には一 時 増 加 するも 未 だ初 矯 の 庭 に達 せず，

褥 にお

てほ 第二 日 また

第2円に最 低と欺り ， 漸次囘復すると 述べら れ て い る。

た血沈 値 に つ い ても，河 方延介，并 坂浩三1 冖）， 梅 咲

樹 ヨ ε 〕 ， 月1 巾 先 方 江 ’ 9 ｝ などに よ り 著 明な促進 が

めら れs 産褥初 期 にお いて一肝
配 進 されるζ と が 報 告

れて いる 。 　 笙3
項
　分娩口寺 　 4D 名の 鉱痛発来

り 胎 盤 娩 出 迄 の産婦 に つ いて ， 分 ’ 艶 経過にっ れて第 1
P 第 ll期，第 1 廷期 の 3 期 に 分 けて． 赤血球 のク リ ス タ

紫に よ る 凝集値及 び 赤 血 球数 g 面色 素 景 ， 血沈値を測定し

第 9 表）， これ らの総 て にっ い て 平均 値 並 び に平均値

rfi ・数 誤差を 求 め た（第1帳）。分 娩 時におけ る 赤

L
球
のク フス タ ル 紫 によ

乙
凝集値は 舜 韮 娠 時 と産褥 1 寺との串 開域 に

たがり（禦：2 囲 ） ， 第 1

には妊 娠 時 と ほ斗 変りない が，分 娩 が 進 む に つ れ て

集は｛・ll 制 か ら 促進へと移り 変 鉱第冊 期で1よ鷺

時 の値 に 近早 ぎつ て 来た。 赤血 球 数 ， 漁 色 索工正 は

，分 娩 時に は 妊娠 侍， 産 褥 1 慮こ比べて や ン 増ノ

JU し ていた が
夕

亅 1h 沈 直 に1ここほ とんど 変助

認 められ なか つ た． 　 芬 繊 時 における赤血 球 数 ，

色素弖
に
っい て は ， 河 万 延 介， 館 繁 雄 は 妊 娠時より も 増 力 1 す
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第 9 表　分 娩 ロ、婦 人 の 赤 功 球 の ク リ ス タ ル 紫 に よ

　る 凝 集値及 び 赤 「廿球 数，」重主色 索 並，平均 lfL沙 値
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1

第1峡 分 娩時 iこ お け る 赤 血 球 各 数値 の 平 均 値

　及 び T 均 値 の 中 数 誤 広

幸 　村

果，第11表 に 示す よ うに，さ きの 成績 と同様妊娠時に は

凝集 オ 1職 臆 られ ， 分娜 寺に は抑制 か ら促進 へ と 移行

し ， 産褥時に は 更に 促進さ れ る こ とが わ か っ た 。

　寛 2節　実驗的事項

　第 1項 　家兎 に お け る妊娠

　雌 牲家兎 翕羽 直 つ い て ， 約 1箇月に わ た りゴト妊時 9 妊

娠 臨 分娩後に 分け て b ・「t を行 つ ；赴・予め 3・8％ク エ ン

霰 ソ
ーダ浴液 を 0。4ccだけ入 れ た 注射器で家兎ド雨 脈 よ

り 2．Occの 目盛迄採」億 し，基準液で 3囘洗滌 し， また そ

れ に 浮遊 さ せ た 赤．血球浮遊液 を用 い て ， 赤血 球の ク リス

タ ル 紫 に よ る薇集 1口 と測定 した．な さ 同［1吉に 瑞 」脈 血 よ

り赤血 球 数，血 色素呈 峯 も測定 した 。

　測定成擴 は第 工2喪に 示 す よ う1’，：，赤 エ醐 の ク リ ス タル

’LT よ る凝集は ， 2例 と も ， 妊娠 貯に は 人 に お ける と同様

しこ 抑制 さ れ て い た が ， あ 娩後に お い て は ほ 玄正常値 こ も

どり，促進は 認．め られ な か っ た 。

42｛　
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第 工1表　同
一

人 の 妊娠 ， 分 娩 ， 産 屠溢 過 に 杯 う

　赤血 球 の ク リ ス タ ル 紫 に よ る 恢 集 値 の 変動

第 12表　家 兎 の 妊 娠，分 娩 繕 過 に 伴 う赤 血 JLi ）

　 ク リ ス タ ル 紫 に よ る 凝 集値 の 変動

第 2 項 ホ ル モ ン 剤 の 影響

　12羽の雌性家兎 を 3群 に 分 け s 各群 ｝・一・そ れ ぞ れ エ ス
1・

ロ ゲ ン （エ ス トラ ジオ ール ・ベ ン ツ ア
ー・ト o・2  o・5

CC
，

プ ロ ゲ ス テ ロ ン （プ Irゲ ス テ ロ ン ユG  ） 1．　cc及 ∂
：
：za

ス トロ ゲ ン ・プロ ゲ ス テ ロ ン 混合表剤 （ヱ ス トラ ジ オ
魍一

ル ・ベ ン ツ ア
ー

ト 2mg と プ ロ ゲ ス テ ロ ン 20Hl9） 1eO　
p．ユ

日 1囘連紋 3 日 口注射 し，注 射前後 に 酔 い て 耳 111CS ； り

折
’tltし， 赤血球 の ク リス タル 紫 に よ る凝集値及 乙 1磁 譲

数 ， 血色 訟 口 を測定 した．

　測定成績は第13表か ら第 15表に示 す よ うに・：「一ス ト

ゲ ン ， プ ロ ゲ ス テ ロ ン s
［ ス トロ ゲ ン ・プ ロ ゲ ス テ ロ ン

混合製剤の い ずれの 注射 に お い て も， 勾 2変化 ．丿，隈い も

の も あ つ た カ  大部分 は赤血球 の ク リス タ ル 紫 、．．．よ る．．．E

集 1
戯 抑制せ られた ．

　 第 3 項 　@E卑Z「戈逋

　屠殺直 後の 5 頭の 牛 のそ れ ぞ
れ同一 個 俸

にお
’＼ る

蕘11it と ， 脾臓の 切 V 面よ りしぼり出した．1 」立液と L ／ こ っ

て yN 工 工 一 Eleotronio 　 Library 　
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厘鍵 一148 赤 血 rR荷 lti　o 月 髄 嫐 八 ，嫐 窪1， 産 ぷ こ 伴 う移 り変 り に つ い て 日 産婦誌 12ts　3 一
じ・

弟13爽　天 ∫ こ お げ る エス ト ロ ゲ ソ （エス

　 ト ラ ジ ナ ー
ル ベ ン ツ ァ

ー FO ．2f隠 ） 連錺

　 3 日 注 射 の 卦二目

二1；ll．鳧 　家 兎 に お け る プ ロ ゲ ス テ P γ （プ

　
n ゲ ス テ T．t ソ 10mg） 辻 1；

’，丿 E！浮 il
一
の

FVt

晦 夫 　家 兎 に ．5 け る ニス ト ロゲ ソ 。プ μゲ ス テ ロ
ソ 1｝洽 製 剤 （＝一ス ト ラ ジ オ ー・巨 ミ γ ツ ア

ー ト 踊 9
と フ u ゲ ス テ 卩 ン 20m9）違 　3 日 注 射 の ±

’
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赤血 球 の ク リス タ ル 紫 に よる議穿値 を比装 して み た．

　測定成 1
⊥

は第16表に 示す よ う1こ ， 脾臓 よ り しぼ り出 し

た 赤血 球 の ク リス タ ル 紫 に よ る 凝集は ，循環血 に比 べ て

．t．し く抑制せ られ て い た 。

　　　　　　　第 壗章 　総括 と考寨

　私は ∫付静脈 か ら採血 して 得た 赤血球が妊液中の 赤1in球
の 負指 鬼 の 多 少 を，赤血球 が ク リス タ ル 紫によっ て 凝秉

を 受 け る模様か ら観測 した結果 ， 婦人 の 非月 経時 ， 月経

弟 ／6表　牛 の 循環 血 と 脾臓血 の 赤 皿 くの

　 ク リ X タ ル 紫 に よ 裁 集^ 値 の 比 較

時 ・ 妊娠陪・分 疵 1臨 産細 辱に 伴い ， 赤ifrrJSCの 荷菟 が 規

則 「．し く移 丿変 る こ と を確証す る こ とが 出来 た，す な イノ
う   月 企時に｝ま， 赤血球の 只 有 目」な 減少 し，赤血球 の

ク リ ス タル 紫 に よ 翻 諜 は促進 さ aL　zJ　． （ii）妊娠時 ヒ

i’t’・赤血 蘇 の 負荷電 は増 加 し，Jtt血球 の ク リス タル 熟 こ

よる亂 詠ま抑制 せ られ る、 （Iu ）震褥時 に は ， 珈 血球 O

負秘電1吋 戈少 して ， 赤血球の ク リス タ ル 紫 に よ る 凝集 1よ

促瞥 協 れ る・ a ・ ） あ娩 時に 1’；’、頒 が ズ 1期か ら第

1ド，脈 」登毫 こっ れ て，赤血 球 り 覚荷電 rま増加 よ り減少へ ，

っ
1
な 4 −3赤inL球 の ク リス タ ル 紫 し よ る凝 kは 抑制 よ り促

進へ と移
td

変 る。こ れ を凝集臼 一喪わ す と4Q名 の 非月経

獅 人 では 0．i6± 0・OO3mEq ，36名の 月経「｝可人では 0．18
± O・°°3mEq

， 50名 の虹蜘 編 人ではe．12± 0．eo・lrnEq，
50嘗の産1守 屠婦人で は 0．18± O，003mEq ，40名 の 分 馳

時婦入では，弟：亙期 は 0。13± O．OエOmEq ， 第 1期は0．婚
：辷　0。009mEq ，！ ”

・
璽期｝ま〔｝。工7ニヒ　O。OOTmEqp ！t 共C，1を3王蕈じ

て 0。15± O．005rr］Eq 　とな る．同蟻の 赤血 球荷 甫の 推 移

ほ 7名の 同
一

婦 人 の 月経時 か ら非月怒吋へ の 移 り行 きに

お い て も 　ま ：・c 　CJ名の 同
一

婦人 の 証紘時か ら分 娩隠 ， 厂

谷 「i’へ の移 τ
丿行 きに お い て も， 欲．し匙

” L カ る こ とが 出来

た 。

　玻ギ真の 赤血球 の 電漏広動辻度 か J）み た 赤 ［血球荷 電 の

消恨 仙 （ヱ）及 び （ii） は 私 の 成 も こ
一

致 す る ガ ， （ii量）
は
一
致 し野 い 。私 の （iii） の 成 t

『
は 内｝SJの 灰 ＼と

一
致す

る。 （iv） の 分 飢 時 の 第 工期 ，
’
）X　IPdi，第 櫃期 と順貯 こ

追つ て の 成縛 よ内海 に も鍍圧 　に も無 い 。 し か も 私 が

（三V ）を見出した こ とに よっ て （ii） よ り （iii） へ の 移

り変 り，　（ii）と （iii）との 対立 が一
，髫 謝然 と して 来 た

の で あ る．

　涼血球 の負荷 雅 が 月 終 ， 妊娠 s 産褥 に際 し どうして か

」 る推 移 を現 わ す の であろ うか．私 は こ の疑問 を解浹す

る爲 ， す な わ ちそ の 機構を明 ら か に し よ うと して 種 々 構

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

昭禾035年 2 月 1 日 幸　 村 431− 149

想をめ ぐらし， また 2〜3 の実驗を試みた．

　第 工に 実驗動物 に お い て も妊娠 に際 して ，赤血球荷篭

に，人に見 られ る よ うな変化 が 起 る か 否 か を冢兎 に つ い

て 調べ た ．と こ ろで事実，家兎でも妊娠す る と，人 と同様

に 赤血球 の 負荷電 の増加す る こ とが わ か っ た 。分娩後は

負荷電が 妊娠時 より減少 して 平常に復す る こ とは 人 と同

じであ る ．入で は月経時 と同程度 の 荷電 の 賦態に戻 り，

月経時は非月経時よ り荷電 が減少して い る から， 妊娠蒋

か ら産褥時へ の 赤血球 の負荷電の 減少が 目立 っ て い る．

　第 2に血 漿の 変化に着田 して みた ．赤皿1球荷電の 丿听在

す る赤血球膜 の 性賦は，煎漿や浮遊媒体 が変 つ て 来 る

と， 恰 も衣 替 え で もす る よ うに 変化す る こ とは，わ れ わ

れの 研究室の 赤血 球に関す る幾多の 研究から畑 られ て い

る．しか し月経時 と非月軽時 とは か S る血漿組成 ， 殊 に

蛋 白 質紐成 に っ い て 著変 は 認 め られ な い 。し か る に 赤血

球 の負荷電 に は 明 らか に変化 が あ る．妊娠時 の血 漿は ，

非妊時に比 べ て 多少の 変化が あ り ， 私 の測定結果 を 見 て

も．血沈値 が 変 っ て い るが ， 妊娠時と産褥時の閔に は血 漿

組成 に著変はな い 。しか る に 赤血 球 の負荷電 に は変化が

あ る．

　第 3 に 赤血球数 に っ い て 吟 味 して み よ う。費血π寺に 赤

血 球の 荷電の 増加するこ とが知られ て い る。 こ れ は 今

村，内海1， よ り臨床的 に も ， また 動物 実驗的 に も認め ら

れ てい る．と こ ろで 妊娠時 に も， 産褥 ｝1寺に も赤血球数は

減少 して い る。こ れ は文献を見 て も同様 の 結果 が 得 られ

て い る．しか る に 赤血球 の負荷電 は，一
方で は増加 し，

一
方では 減少して い て 符合 が 見 られ な い ．

　第 4に ホ ル モ ン の影響を考慮して み た．家兎に ヱ ス ト

P ゲ ン ，
プ ロ ゲ ス テ py ，エ ス ト貢ゲ ン ・プ ロ ゲ ス テ ロ

ン 混合製剤 な どを注射す る と s 赤．血球 の 負荷電 は増 加 す

る の で あっ た。私の 謂べ た 臨床知見にお い て，赤血 球負

荷電 の 増加す るの は妊娠時，減少す るの は月経時及び産

褥 時であ っ た・非月経時で は 月経時 よ り も負荷電 は 増 し

て い る．非月 経時は月経時よ り，また妊娠時は産褥時 よ

リエ ス ト ロ ゲ ン 並び に プ ロ ゲ ス テ ロ ン の 分泌が亢進 して

い る 時期であ るか ら，こ れ らホ ル モ ン の 分泌 の 亢進 して

い る 時期 と，赤血球 の 負荷電 が 増加 し ， ク リス タル 紫に

よ る 赤血 球 の 凝集 の抑制 され る 時期 とが一
致す る D

　第 5に 指導者の ふ とした思 い っ き か ら， 脾臓血 す な わ

ち牛 の 脾臓 片 を圧 さ くした液か ら採集した赤」血球の荷電

を調ぺ て s 脾臓血 の 赤並1球 は，循環血 の そ れ よ り負荷電

が甚だ増 して い る こ とを私は 見出 した ，こ 丶 に お い て，

今迄と は 別に ， 生体に は負荷電の 大なる赤血球 と負荷電

の 小 な る赤並L球 とが あっ て e 負荷電の 大 な る 赤血 球 が，

た と えぱ 脾臓 な どに た くわ え られ て い て ， こ れ が 紳経や

ホ ル モ ン の作用 で循環 」fE液中｝こ動員 せ られ る と，循環血

液中の 赤血 球 の負荷電 が 増す の では な い か と考 え て み

た ．脾臓が 血淡を た くわ え，血 圧上昇反射に よ り牧縮 し

て そ の 血 液 を循環1直沖 に 送り出し， こ れに は交感紳経 の

閧係す る こ とが蓮 理 学上知 られて い る．そ れ ゆ え私は こ

の 脾臓∫虹の 成績に ち な み，赤 血 球 荷電 と禪経 との 関係を

檢討す る こ とに した 。

　第 6 に婦人赤血球 の荷電の消長と自律紳経 との 関係に

詮索を進め た．近時産婦入科の 領域で は ，松 田 正 二
21 ）

に

よれ ば 卵胞期 （月経時を含む）に は 副交感紳経 の ， 黄体

期 に は 交感憩経の緊張がそ れぞれ高ま る も の とさ れて い

る。また 小幡 嘆
一

郎
22 〕

に よれ ば 妊娠時には交感祚経 ， 産

褥時に は副交感紳経 の緊張が そ れ ぞ れ 高 ま る よ うに 邇 べ

られ て い る。從 っ て 私 の 見っ けた 赤血球負荷電の 増加す

る時期は 交感紳経の 緊張 の高ま る時期に ， 赤血球負荷電

の 減少す る時期は副交感紳経の 緊張の 高ま る 時期 に
一

致

し て い る．ま た 從来今村 っ い で内海 に cl；り Shock 時 に

は 赤血球 の 負荷電が滅少 し， 赤血球 の ク リス タ ル 紫に よ

る凝集 が 促進せ られ，貧J血時 に は赤血球 の負荷庵が増加

し ， 赤血球の ク リス タル 紫 に よ る凝集 が 抑制 され る こ と

が知 ら れ て い た。Shock 時に は 副交感禪経 の ， 貧面陦

に は交感稗経の 緊張 が そ れ ぞ れ 高 ま る こ とは既 に成書 に

出 て い る事柄で あ る 。從 っ て 非 月経 陪 と 月 経時，妊娠時

と産褥時，貧血 時 と Shock 時 とを通 じて e 交感紳経 の

緊張の 高 ま る 時に は循環血液中 の 赤血 球 の負荷電が増加

して ， 赤血球 の グ リス タ ル 紫 に よ る凝集 が 抑 矧せ られ ，

副交感騨経の緊張の 高 ま る時 に は赤血球の負荷竃 が減少

し ， 赤並戯 の ク リス タ ル 紫 に よ る凝集の 促進 され て い る

こ と が見出さ れ るに 至 っ たa 從 っ て想像を た くま し くす

るな らぱ ， 髀鐵 な どに た くわ えられ て い る負荷 電 の 大 な

る 赤 血 球 の 動員 は，そ れ に 関す る特励な交感瀞経 の 支 配

を受け ， 身体の 交感紳経緊張の高ま る よ うな場合 に は，

多 くは 当該炎感祕経 も緊張 の 度を高め て ヲ 負荷電 の 大 な

る 赤血 球 の 循環血 へ の 動員 が うな が 溺 t，身体 ¢ 漏咬 感

榊経 の 緊張 の 高ま る よ うな場合 に は ， 今述べ た の と反対

の 結果 が招来 され る もの と想像せ られ る。こ れ に は負荷

電 の 多い 赤血 球 と，少い 赤血球 との 混在 分布 が 前提 と な

る が ， 今迄の 処 ， 水野
’
博二 の 研 究 に よれば，脾臓血 と循

環血 との間に顯微鏡下に 赤血球 の形態 の 相違は 見 つ か っ

て い な い ．す な わ ち 赤血球 の 負荷電は，赤血 球の 重要 な

1屬性 で あ る が ， 從来 の 組織学的方法で は，こ の 屬 性 を

知る こ とは出来 な い の であ る。
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喚3露一一150 赤．ifr く荷 L の 厂 骸 k｛．！k ， 分 娩 ，産裾 に 伴 う移 り変 りに つ い て 日産 婦 誌 12卷 3 号

　　　　　　　 第 5 章 　結 　　論 　．、

　赤血 球 の ク リ ス タ ル 廉に よ る疲 集 の検窪 か ら ，

婦人 の 赤 血 球 の 負力 電は ，非 月nv1　li，に 比 ぺ て ，月

潅 庁に は減少 し， 妊娠除 に は 増加 し， 1 褥 ！1三に は

減 ジ し ， 分娩魁 に は f茖加 き り浅少 へ と移 り変 る こ

と 包見 出 した 。なお赤」［L球 の 負荷  が ∫旨し，ク リ

ス タ ル 紫 に よる：∫賦 の 抑 笥 され る 1L．鳳．t ， 交 騒 神

経 の
「饗張が高 ま り，

エ ス ト ロ ゲ ン ， プ n ゲ ス テ ロ

ン の
A

泌 の 高 まる時廻 に
一敢 し， 赤皿 球 の y 、、苛電

が減 じ ， ク リス タ ル 藁に よる凝集 の促進 され る 1侍

瓢 ま ， 副交感伸経 クプ   匚が高 ヨ リ，
エ ス ト ロ ゲ

ン
， プ n ゲ ス テ ロ ン の 分 泌 の 低 まる時期 に

一攻す

る こ と を見出す に 至 つ た 。

　悃筆す る に 当 り ， 終揖 鶴，齣 。 な る 御 潜 寸 並 び に 御 1刈 晃亅

を 陽 つ た ハ川、研 究 所 肱 義孝 教   に 衷 心 よ り悳 謝 の 芯 ご 表

し ， 併 せ て 勧1 究実施 に 御 又 爰を 頂 い た 西 防市 立 病 1°
’
iJ

擁 長 川島武 夫 μ士 及 び 疣 院 長紳 平 圦 也待士 に 沫 謝 該 し ま

す 。

　 尚本 侖女 の 要 旨は 一 1硲 冂。 1年 工O月 に 行牙っ れ た 弟 ご工圓近

蔓 生 埋 学談 話 会 及 び 昭 和 34年 ユ1」引 こ 行 わ れ た 近 畿 ，中 日

4 四 口連 合 産 朴 婦 人 科 与 食 气会 に 於 て 発 表 し た 。
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